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でしょうか。工場の技術者 熟練技 精巧に描かれた設計図、スポーツ選手や芸術家の技、が例として挙げられます。高い技術は、同一の「資源」 （ここで 資源を広く定義し、道具や機械、労働力等、何か 生み出す元になる全てのものを資源 呼んでいます）からより大きな成果を上 ることを可能にします。高い技術を持つエンジニアは、同じ機械や労働者を用いても、低い技術を持つエンジニアより より質の高い生産物を多量に生み出します。家庭でも同じ食材を使って美味 い料理を作るこ
のできる人とそうでない人がいるとしたならば、その場合、前者の料理の技術が高い、ということになります。●技術と経済発展
　歴史上、技術進歩は産業革命以降に加速









も っ と や さ し い











するマラリア原虫を蚊がその人の血と共に吸い取り、他の人の血を吸う際にそのマラリア原虫を注入することで感染します。マラリアはかつてヨーロッパ、アメリカ、日本でも見られましたが、現在ではほとんど見られません。現在ではマラリアは開発途上国においてのみ蔓延 ている感染症といえます。二〇〇〇年頃、ヨモギ系 草 成分から作られたアーテスネートと う薬がマラリアの治療に効果的であることが突きとめられました。アーテスネートは中国南部で用いられていた漢方薬から中国企業の桂林製薬が開発しました。このように、開発途上国 必要とされる技術の くつかは開発途上国で開発・ 見されています。●技術移転の実際
　さて、技術には大きく分けて二つの種類
があります。一つは文章や図面に書き写ことのできる、製品の製法や設計図です。このタイプの技術は、比較的容易に模倣が可能なので、そのままでは開発者・発明者の利益が十分保証されないことから、特許のような知的財産権が制度化され、一定期間の独占的商業利用権が開発者に与えられています。このタイプの技術 移転のためには、知的財産権保有者 取引をし 利用権（ライセンス）を得る必要
　今一つのタイプの技術は、職人の体に染
み込んだ技能や勘といったよう も で、その本人すら、口で完全に言い表す が
できないようなものです。このタイプの技術の移転のためには、その技能を持つ職人を専門家として開発途上国に派遣し、実演と説明を繰り返すこと よって伝授するしかありません。●技術進歩 促進 る制度
　ではどのような社会環境が技術進歩や技
術導入を促進するのでしょうか。このことを考えるための好例が昔の中国にありました。一一世紀、宋の時代ま 中国は世界の技術開発の中心的役割を果たしていました。三大発明と呼ばれる印刷、火薬、羅針盤宋の時代までに中国で開発され、その後シルクロード等を通ってヨーロッパに伝えられました。このこと 象徴されるよう 、当時中国は世界でも高い技 を誇 国だったのです。 かしながらその後、明の後期の時代になると、支配者が世の中の安定を好むようになり、発明や外国の知識といった変化を好まなくなったことから、技術革新の勢いが急に衰えま 。そしてヨーロッパに産業革命が起こってからは、後塵を拝する時代が続いたのです。
　技術革新があれば、それに取って代わら
れる古い技術を用 る人々が損害を被りす。革新とそれに伴う既存 技術の 「破壊」を受け入れやすい環境を整えること 、技術進歩の促進のために必要です。
（やまがた 　たつふみ／アジア経済研究所新領域研究センター）
